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鹿落とし
入道埼灯台資料展示室・
北緯40°モニュメント 北緯40°線

温浴ランドおが
なまはげオートキャンプ場

男鹿ゴルフクラブ

地震塚

回転展望台

男鹿水族館GAO・
男鹿水族館前の海岸　

遊覧船発着所

金ケ崎海岸

桜島野営場

石
仏
龕 旧男鹿市立加茂青砂小学校校舎・屋内体操場・

合川南小学校児童地震津波殉難の碑

カンカネ洞

大桟橋

ゴジラ岩

つ
ば
き
自
生
北
限
地
帯

（
国
指
定
天
然
記
念
物
）

脇本城跡

赤神神社五社堂

館山近隣公園

真山神社

八竜橋

防潮水門

八龍神社と魚類供養塚

横長根A遺跡
●

●

八郎潟残存湖

中央幹線排水路と
南部排水機場

なまはげ館
男鹿真山伝承館

畠漁港

門前
　漁港 椿漁港

脇本漁港

孔雀の窟

帆掛島 御前落とし（双六館跡）
グリーンタフ・ろうそく岩・牛岩・鬼の足跡

椿の白岩 金崎

（国指定重要文化財）

（県指定天然記念物）

（国指定史跡）

鵜ノ崎（鬼の洗濯板・小豆岩）

舞台島

門前大滝 鬼のつくった石段
竜ヶ島
鬼の投石

双子岩・ゴジラの尻尾岩
ガメラ岩・カメ岩　

万体仏
安全寺の棚田景観

大龍寺

真山真山

本山本山

▲５71m▲５71m

▲７１6m

３５５m▲

丸森

滝川ダム

▲

▲６４５m
毛無山

至
五城目八郎潟 

IC

至
昭和男鹿半島

IC男鹿総合観光案内所

男鹿駅前観光案内所

男鹿ふっと観光案内所

男鹿市ジオパーク
学習センター

鬼の俵ころがし

十
二
桜
公
園

北　磯　海　岸

間　
口　
浜

湯の尻海岸鬼の隠れ道

西黒沢海岸こはま海岸

野村海岸
男鹿温泉郷

福米沢の送り盆

梨北限産地

潟西台地

震災復興碑日本海中部地震
津波慰霊之碑

安田海岸

大潟村干拓博物館

若美
総合支所

桜並木
菜の花ロード

大潟モール温泉
サンルーラル大潟からの眺望

南の池公園

若美総合体育館
野球場

多目的広場
中央公園

蝙蝠の窟

男鹿みなと市民病院
　　☎０１８５（２３）２２２１

国家石油備蓄基地

石油備蓄資料館

船川港第二船入場防波堤

男鹿マリーナ

男鹿のまるきぶね（男鹿市民文化会館）

男鹿
総合運動公園

なまはげライン

白糸の滝

アオサギ群生地

なまはげ直売所戸賀湾展望公園

ダイビング

星辻神社

（国指定天然記念物）
直径約６００m
深さ４３m

（県指定有形民俗文化財）

（県指定天然記念物）

戸
賀
海
水
浴
場

おが

男　　鹿　　線

は
だ
ち

わ
き
も
と

ふ
な
こ
し

て
ん
の
う

市役所

生鼻崎

天神様の細葉の椿
船越近隣公園

天保のききん供養塔
男鹿大橋

一ノ目潟

二ノ目潟

三ノ目潟

北浦漁港

小展望台

茶臼峠

第一火口
板場の台

鬼の隠れ里
第二火口

染川城跡

滝の頭湧水

申川油田

岩清水
封蛇石

寒風山パノラマライン

門
前
海
岸

五里合漁港

日本の灯台50選入道埼灯台 平成10年選定
（海上保安庁）

日本の渚100選　鵜ノ崎海岸 平成8年選定
（旧運輸省）

日本の夕陽100選　男鹿市 平成11年選定
（日本の夕陽100選選定委員会）

海鮮市場
旧船川線防波堤

五里
合海
水浴
場

（県指定無形民俗文化財）
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キャンパルわかみ 夕陽温泉WAO
コテージ村

宮沢海岸夕陽
フェスティバル

産直センター潟の店
大潟神社

八郎潟干拓碑

なまはげ立像

北浦

戸賀

男鹿中

船川港

脇本

五里合

船越

払戸

福川

鵜木

本内

野石

角間崎

松木沢

福米沢

至秋田

男 鹿 国 定 公 園

男　鹿　市

大　潟　村

男鹿温泉交流会館　五風

双六

小浜

本山門前

加
茂
青
砂

椿

浜中塩浜

浜
塩
谷

戸賀

入道崎

西黒沢

湯ノ尻

野村

相川
牧野

山田

滝川

仁井山

田谷沢

駅前

前野

一向

長沼団地

八郎谷地

小深見

渡部

三本松

八ツ面

琴川

箱井

高屋

橋本

安田

百
川

鮪
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中
石

道
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福
野

宮
沢

土
花

申
川

樽
沢

浦
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飯
ノ
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富永

飯ノ森
岩倉

羽立

三ツ森

開

町田

浜間口

山
町

杉
下

島
田

田
中

比
詰

金
川

住
吉
町

船
川

南
平
沢

増
川

女川
台島

南
ヶ
丘

馬
生
目

中
間
口

北浦
西水口

安全寺
真山

湯本

若美漁港

至
 八竜IC

至
琴丘森岳IC

至
能
代

快水浴場100選　宮沢海水浴場 平成18年選定
（環境省）

0 1km

凡例
●　　……スポット（ジオサイト内の見どころ）名
●　　……主な施設・文化財
　　　……主な地名

西黒沢海岸
できたての日本海

安田海岸
地層の博物館

寒風山
火山の箱庭

男鹿目潟火山群
美しい火口湖

男鹿水族館GAO
マグマの通り道・岩脈

生鼻崎
みごとな地層の縞模様

入道崎
男鹿半島最古の岩石

館山崎
緑と白の凝灰岩

鵜ノ崎海岸
石油の源となった岩石

潮瀬崎
ゴジラ岩は3,000万年前の火山噴出物

1
ジオサイト

2
ジオサイト

3
ジオサイト

4
ジオサイト

5
ジオサイト

6
ジオサイト

7
ジオサイト

8
ジオサイト

9
ジオサイト

10
ジオサイト

①洗濯板状の波食台①洗濯板状の波食台
②地層が曲がった様子②地層が曲がった様子

③押し曲げられた地層

二ノ目潟

一ノ目潟

寒風山
回転展望台
寒風山
回転展望台

安
田
公
民
館

安
田
公
民
館

西黒沢漁港西黒沢漁港

八望台
展望台
八望台
展望台

男鹿水族館
GAO

男鹿水族館
GAO

第一火口第一火口

第二火口第二火口

鬼の隠れ里鬼の隠れ里 2

3
4 1

3
2

1

1

2

1

2

34

2

3
1

潮瀬埼灯台潮瀬埼灯台

秋田県水産
振興センター
秋田県水産

振興センター

生鼻崎トンネル

生鼻崎トンネル

1

1

1

3 2

1

館山トンネル

館山トンネル

　： 解説文の写真撮影ポイント
 矢印の向きは撮影方向です
→： 観察地への行き方

※地形図中の道路の色は、男鹿半島
全体図の道路の色と同じです。

1

3

4
3

1

しおせざき
Cape Shiosezaki

たてやまざき
Cape Tateyamazaki

うのさきかいがん
Unosaki Beach

おいばなざき
Cape Oibanazaki

かんぷうざん
Mt. Kanpuzan

あんでんかいがん
Anden Beach   

にしくろさわかいがん
Nishikurosawa Beach

にゅうどうざき
Cape Nyudozaki

おがめがたかざんぐん
Oga-megata Marrs

おがすいぞくかんガオ
Oga Aquarium GAO
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門
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脇
本

市
役
所

北浦

秋田

八望台交差点

北浦

北浦

寒
風
山

船川

男鹿温泉

戸
賀

温
泉
郷

北
浦

入道崎

八
望
台

戸
賀

戸賀

砂丘列ジオサイト

旧八郎潟残存湖
ジオサイト

干拓地の維持
ジオサイト

大潟村の自然
ジオサイト

八郎潟干拓
ジオサイト

男鹿温泉郷
ジオサイト

男鹿のナマハゲ
ゆかりの地
ジオサイト

船川港築港
ジオサイト

西海岸
ジオサイト

金ケ崎海岸海岸
ジオサイト

加茂青砂
ジオサイト

拠点施設 住所 TEL 料金・一般（団体） 利用時間

男鹿市ジオパーク学習センター 秋田県男鹿市角間崎字家ノ下452 TEL.0185-46-4110 無料
9時〜16時

休館日　土曜日・日曜日・祝日
年末年始（12月31日〜1月3日）

大潟村干拓博物館 秋田県南秋田郡大潟村西5丁目2 TEL.0185-22-4113
一般・大学生300円（250円）
小中学生・高校生100円（50円）
（ ）は15名以上の団体料金

9時〜17時（3月〜11月）9時〜16時30分（12
月〜2月）（休館日）4月〜9月毎月第2・第4火
曜日（祝日の場合はその翌日）10月〜3月毎週

火曜日年末年始12月31日〜1月3日

観光案内施設 住所 TEL 料金・一般（団体） 利用時間

男鹿総合観光案内所 秋田県男鹿市船越字一向207-219 TEL.0185-35-5300 無料 9時〜18時

男鹿駅前観光案内所 秋田県男鹿市船川港船川字新浜町1-1 TEL.0185-24-4700 無料 8時30分〜17時15分

男鹿ふっと観光案内所 秋田県男鹿市払戸字大堤127 TEL.0185-46-3012 無料 9時〜18時

男鹿半島・大潟ジオパーク男鹿市教育委員会生涯学習課
〒010-0595 男鹿市船川港船川字泉台66-1

TEL.0185-24-9104　geopark@city.oga.akita.jp

お問い合せ

■観察するときの注意
●観察場所に合った服装を心がけましょう。
●崖からの落石や、岩場での転倒に注意しましょう。
●自分のゴミは持ち帰りましょう。
●みんなの自然・地質遺産を大切にしましょう。

ジオパークをより楽しむために、認定ジオガイド付きのツ
アーを計画してみてはいかがでしょうか？
皆様のご覧になりたい場所や行程、人数に合わせてコース
を相談しながら楽しい旅の計画を立てることができます。

男鹿半島・大潟ジオパークガイドの会
男鹿半島・大潟ジオパーク推進協議会事務局

（男鹿市教育委員会 生涯学習課 ジオパーク推進班内）
0185-24-9104

geopark@city.oga.akita.jp
基本料金は1時間￥2,000〜です。事前にお申込みください。

ホームページからもご予約いただけます。
受付：月曜〜金曜　午前8：30〜午後5：15

ガイド料金表

※ガイド1人あたりの料金です。
※人数が20人を超える場合はガイドは2人以上となります。

ジオサイトツアーを楽しくする
ジオガイドのご予約＆お問い合わせ

男鹿市教育委員会
生涯学習課

男鹿市教育委員会
生涯学習課

男鹿市教育委員会
生涯学習課

男鹿半島男鹿半島
おお がが はんはん とうとう

半島と干拓が育む人と大地の物語

ジオサイトジオサイト
マップマップvol.1

男鹿半島・大潟ジオパーク

H28.9（改正版）■発行：男鹿半島・大潟ジオパーク推進協議会が増刷したものです。

ガイド一人
につき

1時間〜 2時間〜 3時間〜 4時間〜 5時間〜 6時間〜

￥2,000 ￥4,000 ￥5,000 ￥6,000 ￥7,000 ￥8,000

■より詳しい情報は

無料アプリ「ジオパークぶらり」を利用して、
楽しみましょう

ダウンロードはこちら→
App Storeまたは
Google Playから検索

男鹿半島・大潟ジオパークではジオサイト・文化財（古地図含
む）・観光・防災情報を日本語・英語で掲載しております

iOS版 Android版



男鹿半島の地層とできごと

　ジオパークとは、地球を学び・楽しむことのできる「大地の公園」で
す。この「大地」には地形、地層だけでなく、自然や植物・動物、大地
の恵みを受けて生活する人間の暮らしや文化も含まれます。

◎ジオパークってなんですか？

　ジオサイトとは、そのジオパークを特色づける、地形や地層、歴史な
どの見学場所や拠点となる施設のことです。男鹿半島・大潟ジオパー
クには男鹿市ジオパーク学習センターと大潟村干拓博物館という2つ
の拠点施設があります。

◎ジオサイトってなんですか？

　日本には、男鹿半島・大潟ジオパークを含め、43の地域にジオパー
クがあります。そのうち8地域（洞爺湖有珠山、アポイ岳、糸魚川、島
原半島、山陰海岸、室戸、隠岐、阿蘇）は、ユネスコ世界ジオパークと
して活動しています。世界では33か国120地域にあります（平成28
年9月現在）。

◎ジオパークはどこにありますか？

■男鹿半島の生い立ち
　ある地域の大地の生い立ちを知るには、地層を構成している岩石や、地層の重なっ
ている順序、地層に含まれている化石などを調べる必要があります。
　長年にわたるそうした調査によって、男鹿の大地は主に陸上で行われた火山活動の
後に、浅い海になったこと。さらに、その海が非常に深くなり、次に反転して浅くなった
こと、そしてついには陸化したという、およそ7,000万年に及ぶ歴史を秘めていること
が分かってきました。
　寒風山や目潟などは、陸になってから活動した火山です。また男鹿が現在のような
半島になったのは、ごく最近（数千年前）のことです。

　高さ355mの寒風山は

小さな火山です。噴火の

たびに安山岩の溶岩が積

み重なり、次第に高く大き

くなって今の形になりまし

た。火口や、粘り気の少な

い溶岩が流れたときにで

きた溶岩表面の地形（①）

などが観察できます。

　鬼の隠れ里（②）は、固

まりかけた溶岩が地下か

ら柱のように押し上げら

れ、それが壊れて崩れ落

ちたものと考えられてい

ます。

　第二火口（③）の底には

冷風が吹き出す風
ふう

穴
けつ

があります。山のまわりには湧き水も多く、その

1つ、滝
たき

の頭
がしら

の湧
ゆうすい

水は、男鹿市の大切な水源です。　　　　　　　　

　水族館付近の平

らなところ一帯に

は、小
あ ず き

豆色の岩石

が分布しています

（①）。これは、火

口から噴出した溶

岩が地上に流れて

固まったものです。

水族館の右手に見

える、とがって高く

そびえる岩石（②）

は灰色で、小豆色

の岩石とは種類が

違います。幅は数

mに過ぎませんが、

北東から南西の方

に長くのびています。これは岩脈です。このあたりには、表面が薄い

黄緑色の岩石（③）や黒い色の岩石でできた岩脈もあり、みなほぼ同

じ方向に並んでいます。

　海にそって500m以上続く崖
がけ

に、およそ50万年前から8万年

前までの地層がほとんど切れ

目なく現われています。化石

が多く、貝（②）をはじめ有
ゆうこう

孔虫

（原生動物）・甲
こうかく

殻類・ウニ類・

魚類などさまざまな動物や、石

炭になりかけた植物の層（亜
あ た ん

炭

④）も見られます。

　北海道の洞
と う や

爺カルデラや九

州の阿
あ そ さ ん

蘇山、北朝鮮と中国国境

の白
はくとうさん

頭山などから飛んできた

火山灰（③）の薄い地層がとこ

ろどころにはさまれています。

また典型的な傾斜不整合（①）

や、地層の傾きが下の（古い）

地層ほど大きくなっている現象

も見られます。

　男鹿半島の中で、海で堆

積した一番古い地層（およそ

1500万年前）が観察できま

す。波打ち際には、平らな地

層の面（かつての海底面）が

広く現れています（①）。ホタ

テガイのなかま（②）・カキな

どの貝類やウニ（③）、海
かいめん

綿、

大型有孔虫など、海の生物の

化石が豊富です。松ぼっくり

（④）や二枚貝のフナクイム

シに穴だらけにされた木材

も見られ、パレオパラドキシア

（体型がカバに似た哺乳類）

のあごの骨も出ています。こ

の頃、このあたりは浅い海で、

気候は今の亜熱帯のような暖

かさだったことが、化石の種

類から推定できます。

　入道崎一帯の崖
がけ

で

は、火山から噴出した

高温の火山灰や火山

礫などが陸上に堆積

してできた溶
よう

結
けつ

凝
ぎょう

灰
かい

岩
がん

（②③）が見られま

す。濃い緑色をして

おり、ピンク色の礫を

たくさん含んでいま

す（③）。ピンクの礫

は、マグマが地下から

上ってくるときに、そ

の通り道にあった花

こう岩を壊し取り込

んできたものです。

この花こう岩は男鹿半島で一番古い（9,000万年前）岩石で、鬼の

田っこ海岸（①）の崖
がけ

で観察できます。

　入道崎の溶結凝灰岩が崩れて、海で丸く磨かれたものが、男鹿の

名物「石焼料理」に使われます。

　3つの目潟（①）は、いずれもマールと呼ばれる火山です。噴火後、

地下水が火口を満たし、湖になったのです。8万年前から数万年前に

かけて、それぞれがほぼ1回の活動でできました。一ノ目潟の噴出物

には、ボーリングでも届かないほど地下深くの岩石（カンラン岩（③）

など）が多く含まれて

おり、地球の内部を知

るための貴重な情報

源になっています。

　戸賀湾（①）は、42

万年前の活動ででき

た火口のほぼ西半分

が入り江になったも

のです。この火山か

ら出た軽石は湾の周

りや、安田海岸と脇

本の地層（鮪川層）の

中に残っています。

2万年あまり前に活動を始めた火山です。男鹿半島の地層
観察のスタート地点として最適です。男鹿石（石材）の採掘
や、豊富な湧き水など人間生活との関係も深いサイトです。

岩の割れ目にそって地下深くから上ってきたマグマが、途
中で冷え固まってしまうことがあります。それを岩

がんみゃく

脈とい
います。男鹿半島では無数の岩脈が見られます。

いろいろな種類の化石、泥層や砂層や礫層、そして火山灰
層もあり、まさに地層の博物館です。小中学生から専門家
まで見のがせないサイトです。

できたばかりの日本海で作られた地層が見られます。さま
ざまな種類の海の生物の化石が含まれているばかりでな
く、陸の生物の化石も出てきます。

男鹿半島で最も古い岩石からなる地域です。7,000万年
前の火山噴出物や、さらに古い花こう岩も見られます。こ
れらは恐竜のいた時代にできた岩石です。

3つの目潟と戸賀湾は火山です。目潟の噴出物には、地下数
10㎞にある貴重な岩石も含まれています。一ノ目潟の湖底
には、一年毎に堆積した地層が数万年分たまっています。

かつての海底面かつての海底面

溶
岩
じ
わ

溶
岩
じ
わ

岩脈

小豆色の岩石

戸賀湾

二ノ目潟

亜炭層亜炭層
阿蘇1火山灰層阿蘇1火山灰層

松ぼっくりの化石松ぼっくりの化石

洞爺火山灰層洞爺火山灰層

ウニの化石（断面）ウニの化石（断面）

花こう岩礫花こう岩礫

岩脈

密集した貝化石密集した貝化石 ホタテガイ類の化石（殻のあと）ホタテガイ類の化石（殻のあと）

岩脈

寒風山
新しい火山

ジオサイト

1

男鹿水族館GAO
門前層

ジオサイト

6

安田海岸
脇本層・鮪川層・潟西層・五里合層

ジオサイト

2

潮瀬崎
門前層

ジオサイト

7

西黒沢海岸
西黒沢層

ジオサイト

3

館山崎
台島層

ジオサイト

8

入道崎
赤島層・基盤岩

ジオサイト

4

鵜ノ崎海岸
女川層

ジオサイト

9

男鹿目潟火山群
目潟火山・戸賀火山

ジオサイト

5

生鼻崎
北浦層

ジオサイト

10

　潮瀬崎一帯は平らな地形に

なっており、そこに大小さまざ

まな岩が立ち並んでいます。

ゴジラ岩もその一つです。立

ち並んだ岩をつくっているの

は、おもに火山礫凝灰岩で、火

山の噴出物です。火山礫凝灰

岩層の下には、白っぽい泥岩

の地層があります。地層の境

界は、普通、平らなのですが、

ここでは境界が曲がっていた

り、下の泥岩が上の層に食い

込んだりしている様子を見る

ことができます（③）。マグマ

がほぼ水平に入り込んで冷え

固まったもの（岩
がんしょう

床④）も見る

ことができます。岩
がんしょう

床の上の

方には、数本の岩脈も伸びて

います。

　表面が大きく凹凸した

崖
がけ

に、厚く積もった火山

礫凝灰岩が現われていま

す。近寄って見ると、細

かい火山灰の中に大小さ

まざまなたくさんの礫が

入っており、その大きさ

が上の方へ次第に小さく

なっているところがありま

す（③）。これは堆積した場

所に水があったことによる

ものです。このあたりの火

山礫凝灰岩は本来は白い

色ですが、緑色になった部

分があり（①）、グリーン（緑色）タフ（凝灰岩）という名称のもとにな

りました。

　菅江真澄は、真っ白な凝灰岩を「まいたけの岩」（②）と呼びまし

た。

　海面すれすれの平

らな地形が、沖の方

数百mまで広がって

います。そこに現わ

れている泥岩層は、

ゆるく傾いているた

め、硬い部分が突き

出して洗濯板状（①）

になっています。そ

れが沖合いの方で弧

を描いていることから

（②）、地層が曲がっ

ていること（褶
しゅうきょく

曲）が

分かります。泥岩の

もとになった泥は、当時の海で大繁殖したケイソウという植物プラン

クトンの死がいなので、泥岩はケイソウの殻に含まれている珪
けいさん

酸分

に富んでいます。泥岩が平らに割れた面には、魚の骨やウロコの化石

（③）が見られることがあります。

　色の薄い層と濃い

層が交互に重なり、

東の方に30度ほど傾

いています（①）。色

の薄い層は泥岩、濃

い層は砂岩です。や

や深い海の底に泥が

堆積しているところ

へ、地震などをきっか

けにして浅い方から

砂が流れ込んできま

した。それが何度も

繰り返され、このよう

な地層の重なりがで

きたと考えられます。

そのため、貝化石もハリナデシコガイのなかまなど深い海の種（②）と

エゾシラオガイのなかまのような浅い海の種が見つかります。

　以前この付近では、地層が激しく褶曲している様子が見られました

（③）。

ゴジラ岩は3,000万年あまり前の火山噴出物でできてい
ます。その下にある泥岩や砂岩は、ふくまれている化石か
らみて、海でできた可能性があります。

2,000万年前ごろの火山噴出物が観察できます。多量の
火山灰や火山礫が積み重なってできた岩石（火山礫凝灰
岩）の一部は、変質して緑色になっています。

深さ2000mを超える深海底に積もった泥でできた地層で
す。この時代の泥岩は石油の源となった岩石（石油根源
岩）と考えられており、秋田県内に広く分布しています。

30km近く離れた秋田市からも見える巨大な露
ろ と う

頭です。
見事な地層の縞模様が見えます。深かった海が隆

り ゅ う き

起に
よって次第に浅くなっていく過程でできた地層です。

岩床岩床

火山礫
凝灰岩
火山礫
凝灰岩

泥岩泥岩

火山礫凝灰岩火山礫凝灰岩

火山礫
凝灰岩

① ① ① ① ①

②

③カンラン岩

一ノ目潟湖畔

②

③

②

③

④

②

③

④

第二火口

③

鬼の隠れ里 ②

① ① ① ① ①

②

③

②

③

④

②

③

ハリナデシコガイの
なかまの化石
ハリナデシコガイの
なかまの化石

②

③

②

③

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●
●
●

●
●

● ●

●

●

●

●

●
●

● ●

●

白滝

三笠

アポイ岳

洞爺湖有珠山

男鹿半島・大潟

磐梯山
栗駒山麓

佐渡
鳥海山・飛島

苗場山麓

浅間山北麓

糸魚川

白山手取川
立山黒部

恐竜渓谷ふくい勝山
隠岐

室戸

阿蘇

霧島

島原半島

山陰海岸

茨城県北
下仁田
筑波山地域GP

銚子秩父
箱根
伊豆大島

伊豆半島
南紀熊野

四国西予

おおいた姫島

おおいた
豊後大野

赤字：世界ジオパーク
黒字：日本ジオパーク

南アルプス

●

とかち鹿追
●

●

●

八峰白神

●●

●
ゆざわ

三陸
●

下北GP
●

●●

●

●

●

●

●

桜島・錦江湾
三島村・鬼界カルデラ

天草

Mine秋吉台

地質時代

新
生
代

中
生
代

白
亜
紀

古
第
三
紀

新
第
三
紀

第
四
紀

氷
河
時
代
・
海
面
昇
降

日
本
海
形
成

始
新
世

中
新
世

鮮
新
世

更
新
世

完
新
世

※表中のおもな地層で、実線は「整合」、波線は「不整合」を表しています。

おもな地層

砂丘砂層・八郎潟層

寒風山安山岩

目潟火山噴出物

五里合層

潟西層

鮪川層・戸賀軽石層

脇本層

北浦層

船川層

女川層

いりあい

かたにし

しびかわ

おんながわ

西黒沢層

台島層・野村川層

門前層

赤島層

基盤岩（花こう岩）

1

5

2

2

2・5

2

10

9

3

8

6・7

4

4

アジア大陸の東縁

陸

火山活動
の場

浅海

島
↑
陸化
↑

浅海化
↑
隆起

本土の
一部

島

半島

1

10

50

100

400

1000

1500

2100

3500

7000

9000

深海

そのとき男鹿は ジオ
サイト

およそ
万年前

かんぷうざん
Mt. Kanpuzan

あんでんかいがん
Anden Beach

にしくろさわかいがん
Nishikurosawa Beach

にゅうどうざき
Cape Nyudozaki

おがめがたかざんぐん
Oga-megata Marrs

おがすいぞくかんガオ
Oga Aquarium GAO

しおせざき
Cape Shiosezaki

たてやまざき
Cape Tateyamazaki

うのさきかいがん
Unosaki Beach Unosaki Beach


